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表	 構成概念と測定項目	 

	 

分類 構成概念 項目 α係数 

環境要因 

技術の専有性 
特許の取得や､それによる保護が重要な製品である 0.581 

模倣や迂回特許などが容易な製品､プロセスである 

技術の不確実

性 

技術面での競争が激しい 0.558 

技術変化が激しい   

組織･

能力要因 

技術能力 
他社にはない革新的な技術を持っている｡ 0.661 

他社と比べて特許の数は多い｡   

吸収能力 
外部の技術をそのまま取り入れることが得意である｡ 0.705 

外部の技術を内部の技術と結びつけることが得意である｡   

リスク志向 失敗をおそれない社風である 0.762 

  失敗しても再挑戦できる雰囲気である｡   

関係要因 信頼 
貴社は顧客や取引先から信頼されている 0.88 

貴社は顧客や取引先からも公正な企業だと評価されている｡   

戦略要因 

戦略統合 
全社的な経営戦略と研究開発の方向性は綿密に連携されている 0.713 

基礎的な研究と応用､製品開発のための研究は綿密に連携されている 

コア技術戦略 自社でコアとなる技術を開発している - 

特許獲得重視 特許を取得することに積極的である - 

特許提供重視 特許などによるライセンス収入を重視している - 

R&D プロ

セス要因 

重量級リーダー 

リーダーは研究開発から製品の発売に至るまで責任と権限を持ってい

る｡ 
0.738 

リーダーは研究開発から製品の発売に至るまでの多様な分野の知識を持ってい

る｡ 

R&D プロセスの

公式化 

研究開発の手順は明文化されている｡ 0.88 

研究開発の各段階で何をすべきか細かく決められている｡ 

外部技術獲得･提供窓口 

他の企業からの技術的な提案を受け入れる制度が確立している｡ 0.674 

外部に自社の技術を積極的に提供する制度が確立している｡ 

外部の技術の動向を積極的にスキャンしている｡   

成果 

Inbound OI  

外部技術の導入によって､研究開発のスピードが向上した｡ 0.872 

外部の技術を取り入れて革新的な製品ができるようになった｡ 

外部の技術を取り入れた製品が市場でも成功している｡   

Outbound OI 

自社が他社に提供した技術によって革新的な製品ができるようになっ

た｡ 

0.784 自社が提供した技術を取り入れた他社の製品が市場でも成功してい

る｡ 

自社の特許などのライセンス収入が増加した 

R&D 全体 
研究開発の効率は他社と比べて高い｡ 0.769 

研究開発が製品化へと結びついている｡   

	 




